
週間市場レポート（2022年2月28日～3月4日）

2022年3月7日

投資情報室
（審査確認番号 2021-TB365）

1/3

２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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日経平均株価（左軸） ＴＯＰＩＸ（右軸）
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（円） （ポイント）データ期間：2021年12月3日～2022年3月4日（日次）

≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で下落しました。
ロシアとウクライナ間の停戦交渉への期待や、欧米や日本などの対ロシアへ
の追加金融制裁が金融市場への影響に配慮する内容だったことから買い安心
感が広がり、前週末から1日（火）まで3日続伸しました。停戦交渉が合意に
至らず、ロシア軍がウクライナの首都キエフに侵攻し攻撃を強めると、ウク
ライナ情勢の悪化が重荷となり再び下落しました。ロシアとウクライナの代
表団による2回目の停戦交渉が行われると伝わると、協議進展への期待から上
昇する場面もあったものの、週末は、取引時間中にロシア軍がウクライナに
ある欧州最大級の原子力発電所を攻撃したと伝わると大きく値を下げました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で下落しました。
対ロシアへの金融・経済制裁によるロシア経済の混乱が、世界経済にも波及する
との見方から週前半は下落しました。ロシア・ウクライナ間の停戦交渉の再開や
パウエルFRB議長の議会証言で金融政策の先行き不透明感がやや払しょくされると
上昇したものの、ウクライナにある欧州最大級の原発施設を制圧するなどロシア
の攻撃が激化すると、週末にかけて下落しました。なお、2月の雇用統計は米労働
市場の順調な回復が示される結果となったものの、市場の反応は限定的でした。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で低下となりました。
パウエル米連邦準備制度理事会（FRB）議長が議会証言で、3月会合での利上
げ開始を改めて表明し、米長期金利が上昇した流れを受け国内金利も上昇する
場面もあったものの、ウクライナ情勢をめぐる先行き不透明感は根強く、安全
資産とされる国内債券は買いが優勢となりました（利回りは低下）。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円高米ドル安となりました。
パウエルFRB議長の議会証言を受け米長期金利が上昇する場面では、日米金
利差を意識した円売り米ドル買いが進んだものの、ウクライナ情勢をめぐる
緊張が高まるなか、リスク回避目的の円買い米ドル売りが優勢となり、週間
では前週末比で円高米ドル安となりました。
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３）米国の株式市場
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10年国債利回り
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の株式市場は、ロシアによるウクライナへの軍事進攻が加速したことから、
日米両市場ともに値動きの荒い展開となりました。
ロシアとウクライナの代表団は３日（木）、ベラルーシ西部で停戦交渉の２回
目の協議を行いました。市民の脱出ルート設置で双方が合意したものの、停戦
に向けた大きな成果は得られず、今後も交渉は継続することとなりました。３
回目の協議は今週初にも行われる見込みです。4日（金）に公表された2月の米
雇用統計は、非農業部門雇用者数が市場予想を大幅に上回るなど、米労働市場
の順調な回復が確認されました。FRBは15－16日の日程で開催される米連邦公
開市場委員会（FOMC）で市場の予想通り利上げに踏み切る見込みです。
ロシアによるウクライナ侵攻で、ロシア産の原油や天然ガスの供給が絞られる
との思惑から原油価格は2014年以来の高値水準まで高騰し、インフレ懸念が
くすぶっています。今週の株式市場は、10日（木）に2月の米消費者物価指数
の公表を控え、週初より様子見ムードが高まりそうですが、ロシア・ウクライ
ナ間の停戦交渉の行方や、激化するロシアの軍事侵攻の報道をめぐり、日米両
市場ともに上下に振れやすい展開となりそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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